
1 緒 言

ここ数十年間，日本製カメラは性能においても生産台数においても世界市場を席巻している。

この状態はカメラの主流がフィルムカメラからデジタルカメラに移った現在でも変わっていな

い。なおデジタルカメラはフィルムカメラが進化した方式であると考えることができる。第2

次世界大戦終戦後までドイツ製高級カメラの性能は，日本製カメラのはるか雲上にあった。と

ころが１９５０年6月に一ライフフォトグラファーが，偶然の機会に日本製レンズの優秀さを発見

し，朝鮮戦争取材で一貫して使用した。さらに同戦争で活動したライフフォトグラファー達の

報告に基づいて，日本製カメラ・レンズの優秀さが１９５０年１２月１０日付のニューヨークタイムズ

紙上に大きく報ぜられた。これらを緒に日本製カメラの世界進出が始まり今日に至っている。

１９５０年6月から約半年間に起きた日本製カメラに関係した種々の出来事は，わが国の光学産業

技術史に欠くことができない内容を有している。

しかし当時は，終戦からの復興がまだ途上にあり，また学術の振興も十分でなかった。だか
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らこれらの出来事の内容は社史，一般書，カメラ雑誌，インタビュー記録などの一部分に散見

されるのみである。ここでは日本製カメラの世界進出の黎明期に関する文献を学術的視点から

検討し，慎重に考察して不明のところを明らかにした。また併せて当時のカメラおよびレンズ

を使用して実験的検討を行った。

なお本研究ノートの内容の一部に関係して，学術書ではなく一般書として著者が執筆した『ニ

コンとライカの研究』なる先行
（1）
報告がある。本研究ノートの記述において必要なときはこれを

引用した。

2 ダンカンによる日本製レンズの優秀さの発見

１９５０年代の LIFE 誌はタイム社発行の週刊グラフ雑誌であり，この雑誌は１９６０年代に世界で

８５０万の発行部数を記録したことがある。デイヴィド・ダグラス・ダンカン（David Douglas Dun-

can）はこの雑誌の著名フォトグラファーの一人であり，日本美術を取材するために１９５０年4

月から日本に滞在していた。LIFE の１９５１年１２月３１日号にはダンカンが撮影した龍安寺石庭や

伊勢神宮が所蔵する蘭陵王の面・装束の写真が載っているけれど，これらは１９５１年9月に撮影

されたものだ。当時，タイム・ライフ東京支局は東京都中央区京橋3丁目の明治製菓ビルの5

階にあり，イーストウエスト写真通信社もこの階にあった。6月のある日，東京支局員の三木

淳はイーストウエスト写真通信社の稲村隆正を訪ねた村井龍一から Lマウントのニッコール

８．５cm F２を借りて三木のライカに取り付け，ダンカンを数カットスナップ
（2）
した。

次日8×１０inchの印画紙に引き伸ばされた自分のポートレートを見たダンカンは，ニッコー

ルの描写のシャープさに驚く。三木は，ダンカンがそのとき発した言葉を，「『すごい！ 実に

シャープだ！ どこの製品だ？ この会社にすぐ行こう。連絡してくれ』と矢つぎ早にいうの

であった」と『Nikkor Club』２６号に記して
（2）
いる。三木は他にもいくつかの著作物でこの場面

を述べていて，記述は必ずしも厳密には一致していないが，一般誌での記述なのでやむを得な

い。ダンカンはそれまで世界的には無名であったニッコールを実にシャープだと高く評価して

いるけれど，当時ゾナー８．５cm F２など高評価のドイツ製レンズが数多くあったので，ダンカ

ンの表現には唐突さが感じられる。しかし三木の記述を慎重に検討すると，ダンカンはそれま

で無視していた日本製レンズの高いレベルのシャープさに驚いたのであり，絶対的にシャープ

だといったのではないようだ。

『Nikkor Club』２６号は，出来事の１３年後に発行されている。三木は出来事の9ヶ月後に発行

されたカメラ
（3）
雑誌で，村井から借りたレンズの焦点距離を5cmであると記しているけれど，

当事者の一人である
（4）
稲村が８．５cmであると証言しているので，８．５cmが正しいと考えられる。

（1） 中井学『ニコンとライカの研究』写真工業出版社，２００７年。
（2） 三木淳「ニッコールと私」『Nikkor Club』２６号，１９６３年，6頁。
（3） 三木淳「忘れられぬ顔」『日本カメラ』7号，１９５１年3月，９４頁。
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3 ニコン大井工場の検査室におけるダンカン

次の日にダンカンは，FORTUNE 誌フォトグラファーのホレス・ブリストル（Horace Bristol）

を伴って三木とともにニコンカメラやニッコールレンズを生産していた日本光学工業（同社は

１９８８年に社名をニコンに変更しており，以下ではニコンと呼ぶ）の大井工場を訪れた。

ダンカンは検査室で投影検査機から映しだされたニッコールの描写を見て，「素晴らしい」

を連発し，「日本へ来てこんな素晴らしいレンズを発見できてこんな嬉しいことはない」とま

で極言
（5）
した。投影検査機から映しだされる映像は普通単なるパターンであり，ダンカンはなぜ

素晴らしいと感じたのであろうか。

ダンカンは多くの撮影場面でローライフレックスやライカを使っており，ライカレンズとし

てズマリット5cm F１．５やズマレックス８．５cm F１．５などを持っていたけれど，気に入ったレ

ンズがな
（3）

かった。ズマリットは f４以上に絞ると急にシャープになる線の細いレンズとして定

評があった。しかしそれ以下の絞りでは軟らかい描写であり，また個体差が大きいといわれて

いた。ニコンは終戦時まで高級光学兵器を生産していたので，その流れでレンズの製品検査は

極めて厳しかった。またニッコールのレンズ構成はゾナータイプなので，絞りを開いたときの

鮮鋭度は比較的高かった。ダンカンは，投影検査機から映しだされる個体差が少なくかつ開放

に近い絞りにおいて比較的鮮明なニッコールの描写を見て，素晴らしいと思ったのだろう。『光

とミクロと共に ニコン７５年史』には，投影検査法は１９４７年に同社で考案されたと記されて
（6）
おり，カメラ雑誌が企画したレンズ設計者の座談会でも，他社の設計者達はこの検査法がレン

ズ設計や評価に有用であったことを認めて
（7）
いる。

ここで簡単な実験的検討を試みた。2本のズマリットと Lマウントのニッコール5cm F１．５

およびニッコール８．５cm F２（図―1）を準備し，マウントアダプターを介して順次ライカ M３に

装着して各絞りで撮影を行い，それぞれのレンズの描写を比較した。ズマリットは定評どおり

の印象であり，ニッコールは当時のレンズとして水準以上で魅力的であった。ダンカンの主張

は全くの主観ではなく，一定の範囲内で客観性があるように感じられた。

4 ライフフォトグラファー達に使用された日本製レンズ

ダンカンの大井工場訪問後の6月２５日午前4時に朝鮮戦争が勃発し，ダンカンは戦争取材用

に2台のライカⅢ cと Lマウントのニッコール5cm F１．５および１３．５cmを持って急遽朝鮮半

島へ向かった。後者のレンズの F値について社史に4と
（6）
ある。当時ニコンは３．５のレンズを開

（4） 三木淳・ほか2名『ニコン党入門』池田書店，１９８３年，１５０頁。
（5） 三木淳「朝鮮動乱と「ライフ」写真家の活躍」『アサヒカメラ』通巻２０６号，１９５０年１０月，９８頁。
（6） ７５年史編纂委員会編『光とミクロと共に ニコン７５年史』ニコン，１９９３年。
（7） 霜島正・ほか4名「黎明期の設計者たちが語るレンズ求道」『アサヒカメラ』通巻７８９号，１９９３年
１２月，１１９頁。

日本製カメラの世界進出の緒（1）（中井）

３７



発中であり，出来るだけ早い時期に３．５のレンズが渡されたと考えられる。ダンカンは，著名

な朝鮮戦争写真集 This is War!の PHOTO DATAのページ中で，ライカⅢ cの1台に5cmの

標準レンズを他の1台に望遠レンズを装着したと記しており，また自分とブリストルがベスト

であることを見出したニッコールは，5cm F１．５，８．５cm F２，１３．５cm F３．５であったと述べ

て
（8）
いる。ダンカンは約6箇月間にわたった朝鮮戦争取材で一貫してニッコールを使い続けた。

LIFE の１９５０年7月3日号から１９５１年1月２９日号までを調べたところ，ダンカンが撮った朝鮮

戦争に関係する写真は１９５０年7月１０日号，１７日号，8月7日号，１４日号，２１日号，２８日号，9

月4日号，１１日号，１８日号，２５日号，１０月9日号，１１月２７日号，１２月２５
（9）
日号，１９５１年1月8

（１０）
日号の合わせて１４号にわたって載っていた。

ダンカンに続いてライフフォトグラファーのカール・マイダンス（Carl Mydans），また少し

後でハンク・ウォーカー（Hank G. Walker）も戦線取材のために朝鮮半島へ渡った。著名な報

道写真家のマイダンスは東京支局長を離任してアメリカへ帰っていた。ダンカンによる朝鮮戦

争の第1報が7月１０日号の LIFE に掲載されているのに対し，マイダンスのそれは7月１７日号

に掲載されていて，マイダンスの行動の素早さに驚かされる。マイダンスとウォーカーも後に

朝鮮戦争取材でニッコール5cm F１．５を使用した。

（8） David Douglas Duncan, This is War! , Harper & Brothers Publishers, １９５１.
（9） ダンカンが撮った著名な“There was a Christmas in Korea”はこの号に載っている。
（１０） ダンカンが撮った興南撤退作戦の写真はこの号に載っている。

図―1 前列左からズマリット5cm F１．５，ニッコール5cm F１．５，ニッコール８．５cm F２
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ダンカンらが撮った写真（例えば
（１１）
図―2，

（１２）
図―3，

（１３）
図―4）のシャープさについて，三木は「東京

から送るこれらの写真家の作品が4×5インチの大型カメラで撮ったものよりシャープだとい

う評判がニューヨーク本社で喧伝されはじ
（2）
めた」と述べている。１３５フィルムで撮影された写

真が約１４．５倍の面積の4×5inchのフィルムを使用して撮られた写真よりシャープに感じら

れることが，本当にあるのだろうか。そこで LIFE 誌上のダンカンらの写真を確かめた。LIFE

はグラフ雑誌なので，美術書ほど紙質は良くなく，また当時の印刷技術も現在の技術と比較す

ると十分ではないので，4×5のスピードグラフィックで撮影された写真よりダンカンらが

ニッコールで撮った写真の方に迫力が感じられる場合もあった。

7月１７日号の LIFE の表紙（約２６５×３５４mm）にはダンカンの撮影によるジェットパイロット

の写真が使われているけれど，かなりシャープであり，ダンカンはこれをニッコールで撮った

のか，または
（3）
所有していたリンホフテヒニカで撮ったのか判断に迷う。ダンカンによる表紙写

真は8月１４日号や9月4日号にも使われており，後者は明らかに朝鮮戦線で撮られているので

ニッコールが使われたと考えられる。

ここで，ダンカンがニッコールの描写の表現に使用したシャープなる語について検討する。

シャープなる語は，『写真用語事典』によると「鋭い，はっきりしたという意味で，写真にお

いては，レンズの解像力のよさや，ピントのよさ，画像の鮮明さをいう。また，撮影の意図を

的確にとらえた場合にも使わ
（１４）
れる」と説明されている。LIFE 誌上のダンカンらの写真の描写

は，この解説におおむね合致するように感じられた。

ダンカンは最初の大井工場訪問後，毎日のように同工場へ通って検査室へも入っていた。１９４７

年に東京大学を卒業して１９４８年にニコンに入社したレンズ設計者の脇本
（7）
善司は，ダンカンが今

あるレンズを全部見せろといったと述べているので，ダンカンは多数のレンズを検査して，そ

の中から最もシャープなレンズを入手したと考えることもできる。ダンカンは仕事のために購

入したレンズを日頃から厳重に検査し開放絞りで近距離から無限遠まで順光，逆光などあらゆ

る角度からテストして
（3）
いた。だからニコンの検査室におけるダンカン自らのレンズ検査は，習

慣に合致したものだった。

ドイツ製レンズからニッコールへの変更はダンカン，マイダンス，ウォーカーだけでなく，

さらにはその後に朝鮮半島へ渡ったジョン・ドミニス（John Dominis）などのライフフォトグ

ラファー達においても起きた。マイダンスは初めコンタックスにゾナーを装着していたけれど，

LIFE をカメラ
（１５）
雑誌と照合すると，マイダンスの第2報が掲載された7月２４日号に，早くもコ

（１１） David Douglas Duncan, “U.S. gets into Fight for Korea,” LIFE , Vol．２９, No．2, July １０, １９５０,
p．１９．

（１２） Carl Mydans, “It’s one Ration. Save it, Boys,” LIFE , Vol．２９, No．4, July ２４, 1９５０, p．２２．
（１３） Hank Walker and Roy Rowan, “Once more “We got a Hell of a Beating”,” LIFE , Vol．２９,

No．２４, December １１，１９５０，p．３２．
（１４） 上野千鶴子・ほか5名『写真用語事典（改訂版）』日本カメラ社，１９９７年，４０８頁。
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図―2 ダンカンによる朝鮮戦争の第
（１１）

1報
（出所：著者撮影，LIFE ,Vol．２９，No．2，July １０，１９５０，p．１９．）

図―3 マイダンスがコンタックスに装着したニッコール5cm F１．５などで撮った朝鮮戦争の
（１２）

写真
（出所：著者撮影，LIFE ,Vol．２９，No．4，July ２４，１９５０，p．２２．）

図―4 ウォーカーがニコンカメラに装着したニッコール5cm F１．５などで撮った朝鮮戦争の
（１３）

写真
（出所：著者撮影，LIFE ,Vol．２９，No．２４，December １１，１９５０，p．３２．）
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ンタックスにニッコール5cm F１．５を装着して撮った写真が載っている。マイダンスは朝鮮戦

争取材でその後もニッコールを使い続けた。ウォーカーによる朝鮮戦争の第1報は LIFE の9

月4日号に載っている。LIFE におけるウォーカーの写真はローライフレックスで撮影された

ものが多いようであり，ニコン Mに装着したニッコール5cm F１．５で撮った写真が一つとし

て１１月１３日号中に確認される。ウォーカーはその前にニッコールをコンタックスに装着して
（１５）

使った。なおニコンⅠ，Mおよび Sを著者が分解して調べたところ，ニコンⅠでは締結用ね

じの硬さがかなり軟らかいなど主に材料に問題がみられたけれど，ニコン Mの後期のカメラ

は作動感もしっかりしており，戦争取材に耐えられる品質に達していたことを著者が確認
（1）
した。

マイダンスがレンズをゾナーからニッコールに変えた理由の一つは，ダンカンの強引ともい

える
（6）
誘いが関係しているといわれてきた。しかしプロの写真家が他の写真家の勧めでレンズを

試用することはあっても，使い続けるとは考え難い。他の理由の一つとして，ニッコール5cm

F１．５がシャープであり，戦争取材などドキュメントものに向いていたからではないだろうか。

LIFE におけるニッコールの描写を確かめると，やや硬調に感じられるけれど力強さが伝わっ

てくる。脇本によると，ダンカンはピントの合った部分のシャープさが重要で，ねらったとこ

ろがぴしっと出，ヒゲの一本一本が写るようなレンズを好んだと
（7）
いう。

5 ニコンの写真レンズ事業の歴史

ダンカンによるニッコールレンズの優秀さの発見は，唐突に起きた印象を受ける。しかしな

がらニコンの
（6）
社史で写真レンズ事業の歴史を検討したところ，起こるべくして起きたことが分

かる。

ニコンは測距儀，潜望鏡，顕微鏡，反射鏡，その他光学的諸機械器具，ガラス，擬宝石およ

びこれに要する材料の加工・製造，販売を事業目的として，１９１７年に設立された軍需主体の企

業であった。だから当初から技術力は高く，例えば生産品の工作図の寸法には戦前から公差が

記入されていた。ニコンは早くも会社設立の翌々年に営利を離れて光学機械工業を発達させる

目的でドイツの技術を導入することを決め，１９２１年にマックス・ランゲ（Max Lange）博士な

ど8人のドイツ人技術者が来日して，光学設計などの研究や指導に当たった。ニコンの光学技

術者は，この時点で高い水準の光学理論やガラス加工方法を学び，高水準のレンズ研究に取り

組んだと考えられる。

来日したドイツ人技術者のなかの一人のハインリヒ・アハト（Heinrich Acht）は約6年間ニ

コンに在籍して，プロジェクションズ・オブジェクティブ７．５cm F２やアニター７．５cm F４．５な

ど十数種類の写真レンズを設計し，またレンズ試作などを指導した。東京帝国大学理学部物理

学科を卒業して１９１８年にニコンに入社した砂山角野は，ランゲやアハトの指導を直接受けたと

（１５） カール・マイダンス「人間味豊かな戦争写真家」『アサヒカメラ』通巻２１０号，１９５１年2月，８４頁。
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考えられる。アハトの帰国後，写真レンズの研究は砂山を中心に進められ，例えばニッコール

１８cm F４．５やエーロニッコール５０cm F４．８が１９３３年に陸軍航空本部に納入された。

ハンザキヤノンの標準レンズのニッコール5cm F３．５は，ニコンにおいて民生用として最初

に出荷された写真レンズであり，砂山が光学設計を行った。ニコンはその後もキヤノン（同社

は精機光学研究所から始まって，日本精機光学研究所，精機光学工業，キヤノンカメラ，キヤノンと社名

を変更しており，以下合わせてキヤノンと呼ぶ）にニッコール5cm F２．８，ニッコール5cm F２な

どのレンズを供給した。ニコンはまたニッポンカメラなどにもニッコールレンズを供給した。

ニコンカメラ用の標準および交換レンズは，１９４６年に生産が開始され，これらのレンズの大部

分は Lマウントでも生産された。

ところでダンカンが朝鮮戦争取材で使用したニッコール5cm F１．５は，１９５０年1月に発売さ

れた。またニコンは１９３９年にニッコール5cm F１．５の試
（１６）
作品を完成し，キヤノン X線間接撮

影カメラ用に５０本のレンズを製作
（6）
した。両レンズの関係の詳細は不明だが，ニコンにおける戦

後の光学ガラスの熔解は１９４７年に再開されており，前者のレンズは戦後に新たに熔解に成功
（6・１７）
した硝種を使い修正設計されたと考えられる。

１９５０年1月発売のニッコール5cm F１．５のレンズ構成は，著名なゾナー5cm F１．５と同様の

3群7枚なのでゾナーのコピーだとの評もあったようだ。しかし当時のレンズ設計は現在のよ

うにコンピューターを使った自動設計ではなく手計算によっていたので，独創的なレンズタイ

プを創出することは容易でなく，市場の大部分のレンズはレンズ構成の基礎をトリプレット，

テッサー，ゾナー，変形ガウスなど著名なレンズタイプに置いていた。ダンカンが使用したニッ

コール5cm F１．５とゾナー5cm F１．５のそれぞれ7枚の各レンズの曲率と光軸における厚さを

著者が測定して比較したところ，両レンズにおけるそれぞれの値はかなり異なっていた。

一般にレンズの描写性能には，レンズ構成だけでなく光学ガラスの特性から鏡筒の構造や

コーティングなどに至るまでかなり多様な要素が影響を及ぼす。注目すべきことは，ダンカン

がライカレンズをニッコールに変えたことに限らず，マイダンスとウォーカーもゾナーの使用

を止めてニッコールを使用したことである。マイダンスは，ニコンのレンズが非常に優秀なの

に驚嘆したとカメラ雑誌で述べて
（１５）
おり，ウォーカーもニッコールレンズのシャープなことは世

界一級だと述べて
（１８）
いる。

三木がダンカンをスナップするときに使用したニッコール８．５cm F２は3群5枚構成のゾ

ナータイプであり，レンズ枚数は１９３３年発売の著名なゾナー８．５cm F２より1枚少なく，また

１９５０年発売のそれより2枚も少ない。このレンズはシネレンズを参考にして設計されて
（7）
おり，

（１６） 上山早登『キヤノン Vol．1 精機光学キヤノンのすべて』フォトフォーラム社，１９９０年，１２９
頁。

（１７） 長岡正男「私の自叙伝 2」『カメラ』通巻３９３号，１９５３年１０月，１７１頁。
（１８） 三木淳「ハンク・ウォーカー」『アサヒカメラ』通巻２１２号，１９５１年4月，９１頁。

技術と文明 １８巻１号（４２）

４２



発売は１９４９年4月である。

ニッコール5cm F１．５，８．５cm F２，１３．５cm F４などのレンズ群は，まるでダンカンの来日

に合わせるように当時の1年7ヶ月の間に新発売されたレンズであり，また三木やダンカンが

これらのレンズをライカに装着することができるように，Lマウントでも発売されていた。ま

たダンカンの来日の3年後の１９５３年になると，ズミクロン5cm F２という優れた光学性能のラ

イカレンズが発表されており，当然ダンカンはこのレンズに注目したと考えられる。このよう

にダンカンによるニッコールレンズの優秀さの発見には，幸運ともいえる数多くの順序よい偶

然の連なりが関係していたと考えられる。

なお日本製カメラの世界進出の緒に関係して，ダンカン達は初めキヤノンのショールームへ

行き，レンズの借り出しを申し込んで断わられたのであり，もしキヤノンがレンズを貸し出し

ていたなら別の結果になっていたかもしれないという趣旨の小倉磐夫による雑誌記事が
（１９）
ある。

キヤノンの
（２０）
社史でレンズ事業の歴史を検討すると，内田三郎専務がニコンにレンズの自社生産

について協力を要請し，１９３９年にニコンからレンズ設計者が移籍してキヤノンのレンズ事業が

始まった。セレナーレンズの評価が特に高くなったのは，１９５１年１２月に発売された５０mm F１．８

からであり，ダンカンが来日した時点におけるキヤノンの最も明るい標準レンズは１９４９年4月

発売の５０mm F１．９であった。開
（２０）
放時にフレアがかかるこの沈胴式レンズを，ダンカンが朝鮮

戦争取材で使用するとは考え難い。

ただしマイダンスは早くも１９５１年4月号のカメラ雑誌で，ニコンおよびキヤノンの両方は貿

易の面において優秀であると述べて
（２１）
おり，キヤノンのカメラおよびレンズの優秀さを認めてい

る。

6 －２５℃の低温下で作動した日本製カメラ

ニコンの五十年史である『５０年の歩み』に，「北鮮の１２月の厳寒のなかにあって，他のすべ

てのカメラが凍って動かなかったときに，ニコンだけが少しの異状もなく確実に動き，苛烈な

戦争の様相を記録し，『ライフ』誌上をかざった」との記述が
（２２）
ある。しかし第2次世界大戦か

らの復興途上の１９５０年当時に，ニコンだけが少しの異状もなく確実に動いたとのくだりは信じ

難い。なぜなら近年でもカメラを低温下で作動させる技術は一般化されていなく，各カメラ製

造会社で企業秘密的な扱いになっているからである。そこでニコンカメラがどのような低温下

のトライボロジー技術で確実に動いたのかについて検討した。

（１９） 小倉磐夫「デイビッド・ダンカン伝説のもう一つの可能性」『アサヒカメラ』通巻８２８号，１９９６年
8月，１３０頁。

（２０） キヤノン史編集委員会編『キヤノン史―技術と製品の５０年』キヤノン，１９８７年。
（２１） カール・マイダンス・ほか4名「カール・マイダンス氏にきく」『アサヒカメラ』通巻２１２号，１９５１
年4月，８４頁。

（２２） ５０年史編集専門委員会編『５０年の歩み』日本光学工業，１９６７年，８３頁。
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まず社史の記述の
（1）
背景を探った。カメラ雑誌の一つにウォーカーがニコンカメラを使用して

厳寒の北鮮を取材した記事がある
（１８）
ので，社史の記述の主人公はウォーカーであろう。LIFE を

調べると，このときの様子は１２月１１日号に掲載されており，ウォーカーは気温が－２５℃であっ

たと述べている。取材中にカメラが動かなくなることはフォトグラファーにとって致命的であ

り，ウォーカーは他のすべてのカメラが動かなかったときにニコンだけが動いたことに感動し

たと考えられる。戦史を調べると米軍が鴨緑江に達したのは1回だけであり，１１月２１日に鴨緑

江近傍の恵山に達して，数日間留まっている。このときウォーカーが携行したカメラはニコン

Mであるとも，またニコン S試
（２３）
作機であるともいわれてきた。しかしニコン Mと Sの主要な

違いはフラッシュ同調機構の有無であって，シャッターやフィルム給送機構に大きい違いはな

く，ニコン Mから Sへの移行は機構上漸進的に行われた。だからどの機種であったかを明ら

かにすることにはさほど意味がない。

重要なのはなぜニコンだけが確実に動いたのかである。そこで実験的
（1）
検討を試みた。まず，

種々の機械式シャッターカメラについて－２５℃の低温下で作動試験を行ったところ，二，三の

古い比較的簡単な構造の一眼レフやレンズシャッターカメラの中に，シャッターがスムーズに

作動するものがあった。しかしニコン Sを含む高級カメラは，一般に正確に作動することが

困難であった。シャッターがスムーズに作動した古いカメラは，例えばオーバーホールに際し

て極少量の高級白スピンドル油などが用いられており，長い年月の間に蒸発などによって潤滑

油が失われた状態になっていたのではないかと考えられた。

次に1台のニコン Sをアストロオイルや最近の数種類の低温用合成油グリースなどを用い

て，順次オーバーホールを繰り返した。しかしながらどの潤滑剤を使用した場合も，室温から

－２５℃までの低温にわたって，シャッター精度が一定範囲内におさまる作動状態は得られな

かった。その原因は，カメラを普通にオーバーホールした場合，組立直後にシャッター軸受や

シャッターチャージ用ギヤトレイン軸受が部分的に流体潤滑
（２４）
状態になり，潤滑油の粘性抵抗が

温度の低下とともに増加するからであろうと考えら
（２５）
れた。

１９５４年にニコンに入社し，カメラの低温下におけるトライボロジー技術を担当したことがあ

る小野茂夫は，朝鮮戦争取材用カメラの潤滑剤について，その当時のカメラのシャッターの潤

滑剤としてはスクアランが用いられており，当時の水準で満足するものであったと学会誌に解

説して
（２６）
いる。そこで小野の解説に注目して，境

（２７）
界膜が使われたのではないかと推測し，分解し

（２３） 小林好孝「カメラ・ニッポンの裾野 １３」『アサヒカメラ』通巻６４９号，１９８４年2月，１８２頁。
（２４） Manabu Nakai, “A Study of Hysteresis on Attitude-Eccentricity Loci in Journal Bearings,”

ASME Journal of Tribology, Vol．１０９，No．4，１９８７，p．６８４．
（２５） カメラの潤滑には，一般に極少量の潤滑剤が用いられる。適量以上の潤滑剤を与えると，フィル
ムやシャッター幕に潤滑剤が滲んだり飛散したりすることがある。カメラを普通にオーバーホールし
た場合，ジャーナル軸受とスラスト軸受が組み合わされた部分などが余分の潤滑油により流体潤滑状
態になることがあると考えられる。
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たニコン Sの部品上に実験室的方法でスクアラン（C３０H６２）の境界膜を構成してカメラを組立て

たところ，－２５℃の低温下でもシャッターが良好に作動
（1）
した。最近

（２８）
小野は，スクアランの境界

膜が使用されたことをほぼ認めている。また小野は，－２５℃の低温下ではフィルムが折れるこ

とを指摘しており，ウォーカーのフィルムの温度が－２５℃より少し高い状態にあったことを示

唆している。

スクアランを使用するトライボロジー技術は，ニコンが長期間にわたって研究を進めた軍需

関係技術の一つであり，ニコンがかつて高級光学兵器メーカーであったからこそ，ウォーカー

のカメラは－２５℃の低温下で作動することができた。小野はこの技術をさらに進展させ，その

後ニコンのカメラは南極観測隊など種々の学術調査で低温下において使用された。社史の上述

の記述のうちニコンカメラに関する部分はおおむね真実であると考えられる。

ところでウォーカーが使用したカメラの耐寒処理は，ウォーカーがニコンに要請したのだろ

うか。当時の社長の長岡正男は，「ハンク・ウォーカー氏が来た。北鮮の極寒の候，ニコンを

使用してくれて寒さに対する試験をしてくれた」と自叙伝で述べて
（２９）
いる。また三木はウォーカー

の人となりや様子について「今まで日本に来た写真家は，つくとすぐカメラやフィルムのテス

トをしたが，彼は全然テストも何もしなかった」，「一切の面倒臭いことが彼には苦手であり，

朝鮮からの埃まみれのカメラも，だれか掃除してやらなければ，そのまままた持って行くとい

う神経の太さである」，「『内密だが，俺は今に雪が降ったら，雪の戦線のロマンチックな美し

い写真をとるんだ』といかにも自信ありげに語った」と記して
（１８）
いる。朝鮮戦争取材用カメラの

耐寒処理は，ウォーカーの要請によるものではなく，ニコンがカメラの耐寒試験の一環として

処理を行い，ウォーカーに携行を依頼したものと考えられる。

7 結 言

本研究ノートでは，日本製カメラの世界進出の緒に関する出来事について学術的視点から考

察と実験を行い，次の事柄を明らかにした。

（１）ダンカンはニッコール８．５cm F２の描写に驚いて「実にシャープだ！」と表現しているけ

れど，必ずしも絶対的にシャープだといったのではなく，それまで無視していた日本製レンズ

が意外にもシャープであることに驚いたと考えられる。

（２）ダンカンが投影検査機から映しだされたニッコールの描写を「素晴らしい」と述べた理由

は，ズマリットの開放付近の描写と比較した結果であり，またニッコールレンズの個体差がラ

（２６） 小野茂夫「カメラの摩擦と潤滑」『潤滑』１６巻6号，１９７１年，４０１頁。
（２７） ここでは，流体潤滑状態が成立しないと考えられる単分子から数分子程度の厚さの潤滑油膜をい
う。

（２８） 小野茂夫「カメラと共に半世紀 1」『写真文化』８６６号，２００８年，１０頁。
（２９） 長岡正男「私の自叙伝 3」『カメラ』通巻３９６号，１９５３年１１月，８１頁。
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イカレンズと比べて小さかったからである。

（３）LIFE の１９５０年7月3日号から１９５１年1月２９日号までの記事を調査し，ダンカンらがニッ

コールで撮った写真がシャープに感じられることを確かめた。

（４）ダンカンはニコンの大井工場へ通って検査室にあるニッコールレンズを検査し，最も

シャープな5cm F１．５を入手したと考えられる。

（５）ダンカンらがニッコール5cm F１．５を使用した理由は，レンズの描写が戦争取材などド

キュメントものに向いていたからだと考えられる。

（６）ダンカンによるニッコールの優秀さの発見は唐突に起きた印象を受けるけれども，ニコン

のレンズ事業の歴史を検討すると，起こるべくして起きた。

（７）ウォーカーが鴨緑江畔で使用したカメラの耐寒処理は，ウォーカーの要請によるものでは

なく，ニコンが耐寒試験の一環として処理を行い，携行をウォーカーに依頼したと考えられる。

なおこの研究を終えて感じられることは，各出来事の成立に，順序よい偶然の連なりとかつ

て軍需企業であったニコンの技術思想が深くかつ効果的に関係していたことである。

Japanese Cameras in the World Market（1）

by

Manabu NAKAI

（Professor Emeritus, Toyama University）

Japanese Cameras went into the world market as a result of incidents involving Nikkor lenses

and Nikon cameras that occurred during the period between June and December, １９５０. The in-

cidents included a series of episodes that were difficult to believe. Since Japan was still amid

the confusion following World War II, these incidents were not recorded from the viewpoint of

the history of industrial technology.

This study first academically examined documents of the time discovered here and there,

carefully investigated them, and shed light on unanswered questions, including the reason why

David Douglas Duncan, a famous photojournalist, found Japanese lenses excellent when he saw

them at a laboratory of the Nippon Kogaku K.K., which is now called Nikon Corporation. The

study then carried out experiments to clarify how the tribological technology ensured that cam-

eras used by LIFE magazine photographers to cover the Korean War worked properly near the

Yalu River when the temperature was minus ２５ degrees Celsius.

This study has found that these episodes were closely related to the technological considera-

tions of a camera manufacturer that used to be an arms manufacturer.
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